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前川東小の魅力 

 

校長 小野寺 啓太 

 

新しい学校、新しい学年、新しい友達、新しい先生…と新しいことばかりの、ちょっぴり

緊張していた４月が終わり、あっという間に風薫る季節となりました。教室や校庭からは、

子供たちの元気な声が聞こえています。 

今年度本校に着任し、前川東小の素晴らしさをたくさん見つけました。例えば、朝の校門

では、多くの子供たちが元気に挨拶してくれます。また、朝会や健康診断等の場面では静か

に待つことができ、掃除では黙って隅々まできれいにしています。特に、あいさつについて

は、気持ちのよい声であいさつをする児童が多く、子供たちも教職員も幸せな気持ちで学校

生活を送ることができています。 

 さて、４月２４日（木）に、児童会役員の進行で１年生を迎える会が行われました。各学

年から学校生活の紹介や呼びかけ、児童会の○×クイズ、さらに１年生からのお礼の歌等が

あり、全児童にとって温かく充実した時間となりました。短期間での準備にもかかわらずし

っかりと取り組み、その成果を発揮できていました。新学期が始まってわずか１か月ですが、

子供たちの「力」が育っていることを実感し、嬉しくなりました。 

 「高学年がお手本となり、下級生を優しく導ける。相手のことを思いやって寄り添える。」

ことが、本校の魅力だと思っています。ときには、失敗もあるでしょうし、思い通りにいか

なくて悔しい思いをしたりすることもあるでしょう。それらは、成長の過程には必要なこと

です。言動を振り返ったり、折り合いをつけたり、話合いながら新たな考えを生み出す力を、

様々な教育活動を通して育んでいきたいと考えております。 

この魅力は子供たちや保護者、地域、教職員にとって宝であり、機会あるごとに発信して

いきたいと考えております。保護者の皆様、地域の皆様には、引き続き、本校の教育活動に

ご理解ご支援を宜しくお願い申し上げます。  

学校紹介 「校章」 

川口市の花と同じ「テッポウユリ」を図案化したものです。 

３つの花弁は、学校教育目標と連動した校訓「健康 勤勉 敬愛」を表

し、下の２枚の葉は、「PTAと地域が両の手のひらであたたかく学校を支

える」援助の姿を表し、花弁の白さは、「常に清新な気持ちで力強い教育 

への営みを誓う」姿を意味しています。 

前川東小だより 
川口市立前川東小学校 

令和７年５月号 

学校教育目標 

・健康な子 

・よく考える子 

・心豊かな子 


